








Ⅰ.はじめに 

第1編において,ライ症候群急性期の筋ミトコンドリアではチトクロムC酸化酵素活性の低

下と,オレイン酸の著増リノール酸の増加がみられ,このことからミトコンドリア膜構成脂

質の異常が本症の脳浮腫発症機構に何等かの役割を有する可能性が推定された。 

そこで,非侵襄的,かつ非破壊的に生きたまま生体のエネルギー代謝を分析できる P-核磁

気共鳴法(以下 31P-NMR)を用いて,幼若および成熟マウスの脳内のアデノシン 3 リン酸

(ATP)およびクレアチンリン酸(CrP)を測定し,健康正常マウスの脳内高エネルギーリン酸

化合物の発達変化を知らんとした。 


